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2023旗開き・春闘討論集会

連
合
が
春
季
生
活
闘
争
学
習
会

賃
上
げ
に
む
け
基
盤
整
備

日時 2023年１月13日（金）
 14：00～17：00
場所 水戸市　フェリヴェールサンシャイン
内容 旗開き
 春闘討論集会（2023春闘方針提起）

　
連
合
茨
城
は
　
月
　
日
、

11

28

水
戸
市
内
で
春
季
生
活
闘
争

学
習
会
を
開
き
、
２
０
２
３

春
闘
に
む
け
た
闘
争
方
針
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
茨
城
労
働
局

雇
用
環
境
・
均
等
室
か
ら

「
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改

正
」「
女
性
活
躍
推
進
法
の
改

正
」
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
基

調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
そ
れ
ぞ
れ
改
正

後
の
概
要
説
明
と
と
も
に
、

育
児
・
介
護
休
業
法
改
正
は

男
性
の
育
児
休
業
取
得
が
な

か
な
か
進
ま
な
い
点
や
、
改

正
法
に
よ
り
男
性
の
育
児
休

業
取
得
促
進
に
む
け
た
雇
用

環
境
の
整
備
や
周
知
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

ま
た
、
女
性
活
躍
推
進
法
で

は
、
改
正
に
よ
り
企
業
内
で

の
女
性
活
躍
に
関
す
る
状
況

把
握
・
課
題
分
析
義
務
に
加

え
、
男
女
賃
金
の
差
異
の
把

握
と
公
表
の
必
要
性
な
ど
が

説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
連
合
本
部
総
合

政
策
推
進
局
の
酒
井
労
働
条

件
局
長
が
「
連
合
２
０
２
３

春
季
生
活
闘
争
」
の
方
針
を

提
起
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
や
輸
入

物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
消
費

者
物
価
が
上
昇
し
、
家
計
に

お
い
て
賃
金
が
物
価
上
昇
に

追
い
付
い
て
い
な
い
状
況

や
、
企
業
で
は
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付
加
価
値

の
適
正
分
配
や
適
切
な
価
格

転
嫁
が
進
ま
な
い
状
況
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
賃
上
げ
の
原
資
を
確
保
す

る
意
味
で
も
労
働
組
合
の
立

場
か
ら
も
働
き
方
を
含
め
た

「
取
引
の
適
正
化
」
に
よ
る

基
盤
の
整
備
を
求
め
る
と
と

も
に
、
２
０
２
２
春
闘
で
の

流
れ
を
さ
ら
に
広
げ
た
賃
上

げ
５
％
程
度
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
、
格
差
是
正
、
集
団
的
労

使
関
係
の
構
築
な
ど
、
「
く

ら
し
を
ま
も
り
、
未
来
を
つ

く
る
」
と
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
基
づ
き
実
現
に
む
け
て
闘

争
を
進
め
て
い
く
と
し
ま
し

た
。
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合
い
の
労
働
組
合
運
動
そ
の

も
の
」
と
題
し
て
自
治
労
本

部
共
済
推
進
委
員
会
か
ら
基

調
提
起
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

労
働
組
合
が
共
済
推
進
に
取

り
組
む
意
義
を
確
認
し
ま
し

た
。
　
そ
の
後
は
、「
労
働
運
動

に
お
け
る
共
済
推
進
の
意
義

～
相
互
扶
助
の
原
点
回
帰

～
」「
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
共
済
推
進
手
法
を
考

え
る
―
じ
ち
ろ
う
団
生
の
優

位
性
を
生
か
し
た
選
択
型
の

保
障
提
案
」
と
２
つ
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
か
ら
は
、
①
組
合
が

共
済
を
推
進
す
る
こ
と
に

な
っ
た
そ
も
そ
も
の
理
由
を

再
確
認
す
る
と
ヒ
ン
ト
が
見

え
て
く
る
②
年
齢
や
家
族
構

成
で
お
お
よ
そ
必
要
な
保
障

は
見
え
て
く
る
③
組
合
員
が

過
剰
な
保
障
に
な
っ
て
い
な

い
か
組
合
側
か
ら
提
案
で
き

る
と
い
い
な
ど
、
日
常
の
共

済
推
進
活
動
に
活
か
せ
る
貴

重
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

2023春闘第８回じちろう全国共済集会

共済推進も労働運動とともに
牛久市職が取組事例報告

　
　
月
　
日
か
ら
　
日
の
２

11

24

25

日
間
に
か
け
て
、
第
８
回
じ

ち
ろ
う
全
国
共
済
集
会
が
東

京
都
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
４

０
０
人
を
超
え
る
組
合
員
が

集
ま
り
、
茨
城
か
ら
は
８
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
全
体
会
と
し

て
、
川
本
中
央
執
行
委
員
長

か
ら
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

「
共
済
推
進
運
動
は
、
助
け

ま
し
た
。

　
共
済
推
進
運
動
取
り
組
み

報
告
で
は
５
単
組
か
ら
報
告

が
あ
り
、
そ
の
う
ち
茨
城
は

牛
久
市
職
の
山
越
副
委
員
長

か
ら
組
合
員
　
％
以
上
が
加

80

入
す
る
「
組
織
加
入
単
組
」

に
達
成
す
る
ま
で
の
活
動
報

告
を
行
い
ま
し
た
。

　
単
組
報
告
で
共
通
し
て
い

た
の
は
、「
と
に
か
く
や
っ

て
み
る
」と
い
う
こ
と
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
で
活
動

が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
は

あ
る
も
の
の
、
小
さ
な
こ
と

で
も
と
に
か
く
取
り
組
む
こ

単組取り組みの報告を行う牛久市職・山越副委員長

と
が
結
果
に
つ
な
が
り
ま

す
。
加
え
て
、
共
済
推
進
に

取
り
組
む
こ
と
が
組
織
率
な

ど
に
好
影
響
を
与
え
る
と
い

う
報
告
も
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
も
、
あ

ら
た
め
て
各
単
組
で
共
済
運

動
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
２
日
目
は
参
加
者
が
５
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
、
新

採
・
若
年
層
対
策
、
個
別
保

障
相
談
で
役
立
つ
ス
キ
ル
な

ど
共
済
の
推
進
に
つ
い
て
具

体
的
手
法
を
学
習
し
ま
し
た
。

給与制度を整備　＝ 給与制度のアップデート ＝

　
今
年
８
月
に
出
さ
れ
た
２
０
２

２
年
人
事
院
勧
告
で
は
、
国
家
公

務
員
の
今
年
度
の
給
与
の
勧
告
と

と
も
に
「
給
与
制
度
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
」
に
つ
い
も
て
触
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
社
会
や
公
務
の
変
化
に
応
じ
た

人
事
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る

中
、
給
与
に
お
い
て
も
制
度
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
行
う
こ
と
で
、

能
率
的
で
活
力
の
あ
る
公
務
組
織

の
実
現
や
人
材
の
確
保
、
勤
務
環

境
是
正
に
取
り
組
む
と
し
て
い
ま

す
。
　
背
景
に
は
、
国
家
公
務
員
の
志

望
者
の
減
少
、
若
年
層
離
職
者
の

増
加
に
加
え
、
２
０
２
３
年
度
か

ら
段
階
的
に
定
年
年
齢
が
　
歳
に

65

引
き
上
げ
ら
れ
て
い
く
こ
と
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　
給
与
制
度
が
ど
の
よ
う
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
さ
れ
る
の
か
、
２
０
２

３
年
に
骨
格
案
、
２
０
２
４
年
に

成
案
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
人
材
の
確
保
を
踏
ま

え
た
給
与
の
水
準
、
初
任
・
中

堅
・
管
理
職
な
ど
キ
ャ
リ
ア
の
各

段
階
に
お
け
る
能
力
・
実
績
・
職

責
へ
の
的
確
な
給
与
反
映
、
　
歳
60

前
・
　
歳
超
の
給
与
カ
ー
ブ
の
検

60

討
、
社
会
や
公
務
の
変
化
に
応
じ

た
諸
手
当
の
見
直
し
な
ど
が
取
り

組
み
事
項
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
特
に
2
0
2
4
年
に
は
、
　
年
10

ご
と
に
行
わ
れ
る
地
域
手
当
の
見

直
し
も
控
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
本
部
は
こ
の
給
与
制
度
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
の
動
き
に
注
視
し
、
自
治

労
本
部
に
よ
る
人
事
院
や
総
務
省

へ
の
働
き
か
け
と
連
携
し
な
が

ら
、
県
や
市
長
会
・
町
村
会
へ
も

国
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
検
討
す
る

よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
各
単
組
で
は
こ
の
給
与
制
度
の

整
備
を
見
据
え
つ
つ
、
今
確
定
期

や
２
０
２
３
春
闘
期
で
、
初
任
給

の
改
善
、
昇
給
・
昇
格
制
度
改
善

な
ど
引
き
続
き
要
求
―
交
渉
を
行

い
な
が
ら
、
賃
金
水
準
の
改
善
に

む
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

アクセスコード
ｊｉｃｈｉｒｏ

じちろう
マイカー共済
掛金試算

お見積もり受付中！

現在の車検証のコピーと
保険証券（共済証書）を用意
してください。

STEP 1

所属の組合を通じて提出
してください。

STEP 2

または
こちらから

新規成約でプレゼント
車両補償付帯でさらに
プレゼントあります。

じちろうマイカー共済
成約キャンペーン

実施中
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社
福
評
「
社
会
関
係
職
場
・
交
流
集
会
」
開
く

自
治
体
・
社
協
連
携
で
共
生
社
会
を
実
現

　
県
本
部
社
会
福
祉
評
議
会

は
、
　
月
　
日
に
自
治
労
会

11

27

館
で
「
福
祉
関
係
職
場
・
交

流
集
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
例
年
、
生
活
保
護
、
介
護

な
ど
の
テ
ー
マ
で
学
習
会
と

意
見
交
換
を
行
っ
て
き
た
本

集
会
で
、
今
回
は
、「
地
域

共
生
社
会
に
お
け
る
社
会
福

祉
協
議
会
と
自
治
体
の
関
わ

り
方
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
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体
を
つ
く
る
の
で
す
。

　
ま
た
、
こ
の
言
葉
に
は
、

何
を
食
べ
る
か
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
誰
と
、
い
つ
、
ど

こ
で
食
事
を
と
る
か
と
い
う

意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
コ
ロ

ナ
禍
で
孤
食
に
な
り
が
ち
で

す
が
、
１
人
で
黙
々
と
ご
飯

を
食
べ
る
よ
り
も
、
家
族
や

仲
間
と
取
る
食
事
の
ほ
う
が

楽
し
く
取
れ
る
こ
と
も
多
い

で
し
ょ
う
。

　
食
生
活
が
乱
れ
て
い
る
と

感
じ
る
方
は
、
こ
う
し
た
こ

と
も
少
し
気
に
か
け
て
、
変

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
変
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

す
。
　
精
神
的
な
苦
痛
が
あ
る
か

ら
食
生
活
が
乱
れ
る
と
い
う

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

今
、
精
神
的
に
苦
痛
を
感
じ

る
こ
と
が
多
い
な
ら
ば
、
ま

ず
は
食
生
活
を
変
え
て
み
る

こ
と
も
有
効
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
「
食
は
人
な
り
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
さ

に
自
分
が
食
べ
た
も
の
に

よ
っ
て
人
の
体
は
つ
く
ら
れ

て
い
ま
す
。
ど
れ
だ
け
栄
養

価
の
良
い
も
の
を
１
日
食
べ

た
と
し
て
も
、
体
が
よ
い
状

態
に
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
日
々
食
べ
る
も
の
が

昇
す
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
い

ま
す
。

　
不
健
康
な
食
事
パ
タ
ー
ン

と
は
例
え
ば
、
高
カ
ロ
リ
ー

で
栄
養
価
の
悪
い
フ
ァ
ス
ト

フ
ー
ド
を
食
べ
す
ぎ
る
、
血

糖
値
の
上
が
り
や
す
い
食
品

を
取
り
す
ぎ
る
、
夜
遅
く
に

食
べ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
思
い
ま

を
対
象
に
行
っ
た
研
究
に
よ

る
と
、
食
事
内
容
と
気
分
障

害
は
関
連
が
あ
り
、
質
の
良

い
食
事
が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

を
改
善
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
内
容
を
発
表
し
て
い

ま
す
。
不
健
康
な
食
事
パ

タ
ー
ン
を
続
け
て
い
る
と
、

精
神
的
苦
痛
の
レ
ベ
ル
は
女

性
の
ほ
う
が
男
性
よ
り
も
上

　
男
女
問
わ
ず
、
お
い
し
い

も
の
を
食
べ
る
と
元
気
が
出

て
く
る
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
特
に
女
性
は
食
べ

物
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
が
関

係
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で

す
。
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

ウ
エ
ル
ネ
ス
研
究
学
部
が
　30

歳
以
上
の
男
女
１
２
０
０
人

医
師　

山　

本　

晴　

義
講演する半田滋さん

ま
し
た
。

　
冒
頭
、
今
橋
議
長
（
日
立

市
職
）
は
、「
人
口
減
少
や

高
齢
化
で
今
後
、
労
働
力
の

確
保
が
困
難
と
な
っ
て
い

く
。
そ
の
よ
う
な
中
、
地
域

共
生
社
会
の
実
現
の
た
め
地

域
で
の
包
括
的
支
援
や
重
層

的
支
援
体
制
整
備
事
業
の
実

施
が
求
め
ら
れ
る
。
自
治
体

や
福
祉
事
業
者
、
社
会
福
祉

協
議
会
は
さ
ら
に
連
携
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
柳
生
事
務
局
長

が
、
地
域
共
生
社
会
の
た
め

に「
縦
割
り
」で
は
な
く「
丸

ご
と
」の
支
援
、「
つ
な
が

り
」の
再
構
築
の
必
要
性
を

求
め
る
と
す
る
基
調
提
起
を

行
い
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
自
治
労
本
部

の
社
会
福
祉
協
議
会
労
働
組

合
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
安
藤
事

務
局
長
か
ら
、
社
協
職
場
の

現
状
と
役
割
、
地
域
共
生
社

会
実
現
の
た
め
の
具
体
的
な

地
域
で
の
事
業
、
活
動
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
町
村
の
任
意
事

業
と
な
っ
て
い
る「
重
層
的

支
援
体
制
整
備
事
業
」に
つ

い
て
東
海
村
よ
り
委
託
を
受

け
て
い
る
東
海
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
大
内
さ
ん（
東
海

村
関
連
労
）か
ら
、
東
海
村

と
の
連
携
や
地
域
の
集
え
る

居
場
所（
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
）整
備
な
ど
に
つ
い
て
事

例
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
意
見
交
換
で
は
、

地
域
共
生
社
会
実
現
に
む
け

た
社
会
福
祉
協
議
会
と
自
治

体
と
の
連
携
の
た
め
に
は
、

自
治
体
内
で
意
思
統
一
を
図

り
福
祉
関
係
職
場
が
ま
と
ま

る
こ
と
が
必
要
と
の
意
見

や
、
安
藤
事
務
局
長
か
ら

「
自
治
体
職
場
同
様
に
社
会

福
祉
協
議
会
職
場
も
人
員
不

足
。
採
用
募
集
し
て
も
応
募

が
少
な
い
現
状
。
よ
り
よ
い

地
域
づ
く
り
の
た
め
働
き
や

す
い
職
場
づ
く
り
を
求
め
よ

う
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
参

加
者
全
体
で
意
思
統
一
を
図

り
集
会
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。
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詠
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那
珂
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
小
田
内
勝
也

副
執
行
委
員
長
　
今
泉
　
真
樹

副
執
行
委
員
長
　
小
越
　
正
浩

書
　
記
　
長
　
廣
木
　
智
也

書
　記
　次
　長
　
益
子
　
隆
明

執
　行
　委
　員
　
齋
藤
　
圭
介

執
　行
　委
　員
　
寺
門
　
魅
咲

執
　行
　委
　員
　
清
水
　
美
希

執
　行
　委
　員
　
小
堀
　
隼
冬

執
　行
　委
　員
　
益
子
　
拓
弥

執
　行
　委
　員
　
勝
山
　
達
也

執
　行
　委
　員
　
篠
原
　
　
将

執
　行
　委
　員
　
柳
橋
　
　
翼

執
　行
　委
　員
　
木
内
　
周
平

執
　行
　委
　員
　
郡
司
　
飛
鳥

執
　行
　委
　員
　
坂
本
　
杏
子

執
　行
　委
　員
　
村
山
　
若
葉

単単
組組新

役

　
新
役
員員

執
　行
　委
　員
　
田
村
麻
悠
子

執
　行
　委
　員
　
宮
田
佐
智
子

常
陸
大
宮
市
職
員
組
合

執
行
委
員
長
　
木
村
　
洋
二

副
執
行
委
員
長
　
岡
山
　
正
宏

副
執
行
委
員
長
　
疋
田
　
浩
美

書
　
記
　
長
　
川
和
　
智
徳

書
　記
　次
　長
　
齋
藤
　
勇
介

執
　行
　委
　員
　
鈴
木
　
啓
太

執
　行
　委
　員
　
島
根
　
将
太

執
　行
　委
　員
　
木
村
　
円
香

執
　行
　委
　員
　
内
田
　
龍
一

執
　行
　委
　員
　
髙
沢
　
　
亮

執
　行
　委
　員
　
仁
瓶
ひ
か
り

執
　行
　委
　員
　
大
津
　
祥
久

執
　行
　委
　員
　
小
口
　
陽
司

執
　行
　委
　員
　
青
山
か
お
り

執
　行
　委
　員
　
安
藤
　
泰
樹

執
　行
　委
　員
　
倉
橋
扶
美
子

執
　行
　委
　員
　
岡
﨑
　
拓
海

執
　行
　委
　員
　
猿
田
　
　
傑

執
　行
　委
　員
　
飯
嶋
　
雅
子

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

半
田
滋
さ
ん
講
演
会

日
本
が
米
中
戦
争
回
避
を

　
防
衛
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

半
田
滋
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
　
月
　
日
、
日
本
の
安

11

23

全
保
障
政
策
を
考
え
る
講
演

会
が
県
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
の
主
催
に
よ
り
水
戸
市
内

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
講
演
は「
敵
基
地
攻
撃
と
日

米
一
体
化
」を
テ
ー
マ
に
、ま

ず
、
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

攻
撃
や
、
米
国
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
へ

の
軍
事
支
援
や
長
期
間
戦
争

に
よ
る
ロ
シ
ア
弱
体
化
を
狙
う

世
界
の
情
勢
を
解
説
。

　
一
方
、
日
本
で
は
自
民
党

の
悲
願
で
あ
る
「
敵
基
地
攻

撃
」
で
国
防
力
強
化
の
訴
え

や
、
防
衛
費
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％

が
達
成
さ
れ
れ
ば
　
兆
超

10

と
、
米
国
・
中
国
に
次
ぐ
世

界
第
３
位
軍
事
大
国
と
な
る

こ
と
。
ま
た
、「
台
湾
有
事

は
日
本
有
事
」と
の
元
安
倍

首
相
の
発
言
や
昨
年
の
日
米

首
脳
会
談
共
同
声
明
で
の

「
台
湾
」
明
記
な
ど
で
中
国

と
の
関
係
が
緊
迫
す
る
中
、

南
西
諸
島
の
基
地
に
ミ
サ
イ

ル
を
配
備
す
れ
ば
有
事
を
加

速
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
危

惧
し
な
が
ら
、「
日
本
が
す

べ
き
こ
と
は
、
韓
国
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
、
英
国
・
欧
州

と
連
携
し
、
米
中
戦
争
を
回

避
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
強
く
訴
え
ま
し
た
。


